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はじめに

•対象読者（viiページ）
•関連資料（viiページ）

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusスイッチの設置、設定、および維持に携わる、ハードウェア
設置者およびネットワーク管理者を対象としています。

関連資料

リリースノート

Cisco Nexus 3000シリーズスイッチのリリースノート。

トランシーバーの互換性

トランシーバモジュール互換性に関する情報

適合規格の遵守ガイド

Cisco Nexus 3000シリーズスイッチの規制、準拠および安全に関する情報。
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第 1 章

概要

• Cisco Nexus 3636C-Rスイッチの概要（1ページ）
• Cisco Nexus 36180YC-Rスイッチの概要（2ページ）

Cisco Nexus 3636C-Rスイッチの概要
Cisco Nexus C3636C-R（N3K-C3636C-R）は、36個の 100ギガビット QSFP 28ポート、2個の
管理ポート、1個のコンソールポート、1個の USBポートを備えた 1ラックユニット（RU）
スイッチです。このスイッチはポート側排気口とポート側吸気口のエアフロ―スキームの両方
をサポートします。このスイッチは、動作のために 1個の ACまたは DC電源を必要とします
が、冗長性のために 2個目の電源をもつこともできます。

次の図は、シャーシの取り付け時またはモジュールの交換時に使用するファン側のシャーシ機

能を示しています。

図 1 : Cisco Nexus C3636C-Rシャーシのファン側の図。

取り付けブラケットのネジ穴3電源モジュール（2）1

アースパッド4ファンモジュール (3)2
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次の図は、シャーシを取り付けるときに使用するポート側の側面シャーシの機能を示していま

す。

図 2 : Cisco Nexus C3636C-Rシャーシのポート側の図。

ビーコン（BCN）、ステータス（STS）および
環境（ENV）、および 4個のレーン選択（1～
4）

6管理ポート（SFP）1

100ギガビット QSFP28ポート (36)7レーン選択ボタン2

アースパッド8コンソールポート（RS-232）3

取り付けブラケットのネジ穴9管理ポート（RJ-45）4

USBポート5

Cisco Nexus 36180YC-Rスイッチの概要
Cisco Nexus 36180YC-R（N3K-C36180YC-R）は、48個の 25ギガビット SFP28ポートと 6個の
100ギガビット QSFP 28ポート、2個の管理ぽーお2個の管理ポート、1個のコンソールポー
ト、1個の USBポートを備えた 1ラックユニット（RU）スイッチです。このスイッチはポー
ト側排気口とポート側吸気口のエアフロ―スキームの両方をサポートします。このスイッチ

Cisco Nexus 3600ハードウェア設置ガイド
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は、動作のために 1個の ACまたは DC電源を必要としますが、冗長性のために 2個目の電源
をもつこともできます。

次の図は、シャーシの取り付け時またはモジュールの交換時に使用するファン側のシャーシ機

能を示しています。

図 3 : Cisco Nexus 36180YC-Rシャーシのファン側の図。

管理ポート（RJ-45）6電源モジュール（2）1

コンソールポート（RS-232）7アースパッド2

管理ポート（SFP）8ファンモジュール（2）3

USBポート9ビーコン（BCN）LED4

ステータス（STS）LED5

次の図は、シャーシを取り付けるときに使用するポート側の側面シャーシの機能を示していま

す。
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図 4 : Cisco Nexus 36180YC-Rシャーシのポート側の図。

100ギガビット QSFP28ポート (6)3ビーコン（BCN）、ステータス（STS）および
環境（ENV）LED

1

取り付けブラケットのネジ穴425ギガビット SFP28ポート (48)2
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第 2 章

設置場所の準備

•温度要件（5ページ）
•湿度要件（5ページ）
•高度要件（5ページ）
•ほこりと汚染物質（6ページ）

温度要件
このスイッチの動作定格は、0～ 40°C（32～ 104°F）です。-40～ 70°C（-40～ 158°F）で保管
できます。

湿度要件
湿度が高いと、スイッチに湿気が入ることがあります。湿気が原因で、内部コンポーネントの

腐食、および電気抵抗、熱伝導性、物理的強度、サイズなどの特性の劣化が発生することがあ

ります。スイッチは、5～ 95%（非稼働）および 5～ 90%（稼働）の相対湿度に耐えると評価
されます。

暖かい時期にはエアコンで冷房され、寒い時期には暖められる建物は、通常、許容レベルの湿

度を維持します。ただし、現場の湿度が異常に高い場合は、除湿機を使用して必要な湿度レベ

ルを維持してください。

高度要件
0～ 1524 m（0～ 5,000フィート）以外の高地（低気圧）の状態では、冷却効率が低下し、電
気的な問題が発生する可能性があります。

Cisco Nexus 3600ハードウェア設置ガイド
5



ほこりと汚染物質
汚染物質の蓄積とシャーシ内部の温度上昇を防ぐために、動作環境ができるだけ清潔で、ほこ

りやその他の汚染物質がないことを確認してください。スイッチの近くでの喫煙または飲食を

禁止してください。

Cisco Nexus 3600ハードウェア設置ガイド
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第 3 章

シャーシの取り付け

•安全性（7ページ）
•ラックマウントキット、ラック、およびキャビネットの設置オプション（11ページ）
•シャーシの設置準備（11ページ）
•シャーシの開梱と点検（14ページ）
• 4支柱ラックの 1（RU）シャーシのインストール（15ページ）
• 2ポストラックへの 1（RU）シャーシの設置（28ページ）
•シャーシのアース接続（31ページ）
•スイッチの起動（33ページ）

安全性
スイッチの設置、操作、または保守を行う前に、『Regulatory, Compliance, and Safety Information
for the Cisco Nexus 3000 and 9000 Series』を参照し、安全に関する重要な情報を確認してくださ
い。

ステートメント 1071：警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco Nexus 3600ハードウェア設置ガイド
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ステートメント 1089—教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、

機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

警告

ステートメント 1004—設置手順

使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。

警告

ステートメント 1074：地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

ステートメント 407：日本語での安全上の注意

製品を使用する前に、安全上の注意事項を読むことを強くお勧めします。

https://www.cisco.com/web/JP/techdoc/pldoc/pldoc.html

製品を設置するときには、付属のまたは指定された接続ケーブル、電源コード、およびACア
ダプタを使用してください。

（注）

ステートメント 1017：立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育を受

けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

ステートメント 1030：機器の設置

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

警告

Cisco Nexus 3600ハードウェア設置ガイド
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ステートメント 1091—教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま

す。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参照して
ください。

警告

ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすために、す

べての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1003：DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1046：装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

警告

ステートメント 1022—デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組

み込む必要があります。

警告

ステートメント 1033：安全超低電圧（SELV）：IEC 60950/ES1–IEC 62368 DC電源

感電のリスクを軽減するため、この装置は、IEC 60950に基づく安全基準の SELV要件または
IEC 62368に基づく安全基準の ES1要件に適合した DC電源にのみ接続してください。

警告

Cisco Nexus 3600ハードウェア設置ガイド
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ステートメント 1024：アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

ステートメント 1252：機器の接地

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するために、電源コード、プラ

グ、またはその組み合わせは、適切にアース接続された電極、コンセント、または端子に接続

する必要があります。

警告

ステートメント 1032：シャーシの持ち上げ

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、カードなど）のハ

ンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてください。これら

のハンドルには、ユニットの重量を支える強度はありません。

警告

ステートメント 1006：ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項

に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

シャーシの上には何も載せないでください。警告

Cisco Nexus 3600ハードウェア設置ガイド
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ラックマウントキット、ラック、およびキャビネットの

設置オプション
ラックマウントキットを使用すると、スイッチをさまざまな深さのラックに設置できます。

ポート接続端またはファンおよび電源モジュールのいずれかに容易にアクセスできるようにス

イッチを配置できます。

次の 1（RU）ラックマウントオプションを使用すると、スイッチを設置できます。

•シスコから注文可能なラックマウントキット（NXK-ACC-KIT-1RU）。このオプションを
使用すると、設置の簡略化、安定性の向上、収容可能な重量の増加、アクセス性の向上、

前後の取り外しによる可動性の向上がもたらされます。

•シスコから注文可能なラックマウントキット（NCS-1RU-ACC-KIT）。

• Ciscoから注文可能なラックマウントキット (N3K-C3064-ACC-KIT)。

次のタイプのラックにスイッチを設置することができます。

•開放型 EIAラック

•穴あき型 EIAキャビネット

使用するラックまたはキャビネットは、キャビネットおよびラックの一般的な要件およびガイ

ドライン（47ページ）セクションに記載されている要件を満たす必要があります。

お客様には、このマニュアルで説明されているガイドラインに準拠したラックおよびラックマ

ウントハードウェアを確認する責任があります。

（注）

シャーシの設置準備
スイッチを取り付ける前に、次のことを確認する必要があります。

•取り付け場所は、第 2章に記載されている次の要件を満たしています。

•温度、湿度、高度、および空気中の微粒子に関する環境要件。

•キャビネットまたはラックが設置され、スイッチの要件を満たしている。

キャビネットでジャンパ電源コードが使用できます。（注）

•ラックは、冷気の取り入れ口がコールドアイルに配置された状態でスイッチを設置で
きるように配置されています。
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ファンおよび電源モジュールが赤紫色または赤色の場合は、ポート側をコールドアイ

ルに向けてシャーシを設置する必要があります。モジュールが青色の場合は、ファン

モジュールを備えたシャーシをコールドアイルに設置できる必要があります。

•アース接続はスイッチの近くにあります。スイッチを直接アースに簡単に接続する
か、アースされたラックを介して間接的に接続できる必要があります。

高リーク電流電源接続の前にアース接続を行う必要があります。注意

•サイトの電力がスイッチの要件を満たしています。n+n冗長性を使用している場合
は、スイッチをキャビネットまたはラックに設置するときに、スイッチの届く範囲に

2つの電源が必要です。

使用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してください。

鉄共振テクノロジーを使用するUPSタイプは使用しないでくださ
い。これらの UPSタイプは、Cisco Nexusスイッチなどのシステ
ムでは不安定になる可能性があります。これらのスイッチは、

データトラフィックパターンの変化によって入力電流が大きく変

動し、動作が不安定になることがあります。

注意

回路の容量が、各国および地域の規格に準拠していることを確認します。北米の場

合、電源には 15 A回路または 20 A回路が必要です。

入力電力の損失を防ぐには、スイッチに電力を供給する回路上の

合計最大負荷が、配線とブレーカーの定格電流の範囲内となるよ

うにしてください。

注意

AC入力の用途の場合、以下のステートメントを参照してくださ
い。

（注）

C3636C-RシャーシのDC入力の用途の場合、以下のステートメン
トを参照してください。

（注）
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ステートメント 1076：換気口の周囲の隙間

エアーフローを妨げないように、通気口周辺には少なくとも次の

幅のスペースを空けてください。

警告

ステートメント 1005：回路ブレーカー

この製品は設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっ

ていることを前提に設計されています。保護デバイスの定格が

70A（C3636C-R）および 40A（C36180YC-R）以下であることを
確認してください。

警告

•ラックの周囲には、スイッチを設置し、空気の流れを妨げないようにするための十分
なスペースを空けます。

•スイッチおよびスイッチに付属するキットに加えて、次の機器が用意されています。

•お客様が準備した 8本の 12-24または 10-32ネジ（スライダレールと取り付けブラ
ケットを取り付けレールに取り付けるために必要）

•トルク調整可能な #1および #2プラスネジ用ドライバ

• 3/16インチマイナスドライバ

•メジャーおよび水準器

• ESDリストストラップまたはその他の接地デバイス（リストストラップはアクセサリ
キットに含まれています）

•スイッチを配置するのに十分な大きさの帯電防止面

•アース線（6 AWGを推奨します）。地域および各国の規定に適合するサイズを使用
してください。アース線の長さは、スイッチから適切なアース場所までの距離に応じ

て異なります。

•アースラグ端子の寸法に適した圧着工具

•ワイヤストリッパ

Cisco Nexus 3600ハードウェア設置ガイド
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シャーシの開梱と点検

ファンまたは電源モジュールなどのスイッチのコンポーネントを取り扱うときは、アースされ

た静電気防止用ストラップを着用し、モジュールはキャリアの端だけを持つようにしてくださ

い。静電気防止用ストラップを接地するには、アース、接地済みシャーシ、または接地済み

ラックに確実に取り付けます。

注意

シャーシを輸送する場合に備えて、輸送用の箱は保管しておいてください。ヒント

スイッチは、厳密に検査した上で出荷されています。輸送中の破損や内容品の不足がある場合

には、ただちにカスタマーサービス担当者に連絡してください。

（注）

スイッチを検品する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 カスタマーサービス担当者から提供された機器リストと、梱包品の内容を照合します。すべての品目が
揃っていることを確認してください。

ステップ 2 破損の有無を調べ、内容品の間違いや破損がある場合には、カスタマーサービス担当者に連絡してくださ
い。次の情報を用意しておきます。

•発送元の請求書番号（梱包明細を参照）

•破損している装置のモデルとシリアル番号

•破損状態の説明

•破損による設置への影響

•破損した輸送用コンテナと破損した製品の写真

ステップ 3 二重方向のエアフロースイッチの場合は、すべてのファンと電源モジュールのエアフローの方向が同じで
あることを確認してください。

•赤紫色のカラーリングは、ポート側吸気エアーフローを示します。

•青色のカラーリングは、ポート側排気エアーフローを示します。
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4支柱ラックの 1（RU）シャーシのインストール
このセクションは、Cisco Nexus 3000シリーズのスイッチを 4支柱ラックへの設置方法を説明
します。

NXK-ACC-KIT-1RUラックマウントキットを使用しているスイッチのイ
ンストール

スイッチを取り付けるには、前面および背面取り付けブラケットをスイッチに取り付け、スラ

イダレールをラックの背面に取り付け、スイッチをスライダレール上でスライドさせ、スイッ

チをラックの前面に固定します。通常は、ラックの前面が側面になるようにすると簡単に保守

を行えます。

スライダレールとスイッチをラックに取り付けるために必要となる 8本の 10-32または 12-24
ネジを用意する必要があります。

（注）

始める前に

•届いたスイッチを確認し、注文したすべての部品が揃っているかを確認します。

•スイッチのラックマウントキットに次の部品が含まれていることを確認してください。

•前面ラックマウントブラケット（2）

•背面ラックマウントブラケット（2）

•スライダレール（2）

• M4 X 0.7 X 8 mmプラスなべネジ（10）

•ラックを所定の場所に取り付けて固定します。

ステップ 1 次のように、2つの前面ラックマウントブラケットと 2つの背面ラックマウントブラケットをスイッチに
取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•スイッチにポート側吸気モジュール（赤紫色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ポートがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

•スイッチにポート側排気モジュール（青色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ファンと電源モジュールがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。
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b) 前面と背面のラックマウントブラケットのネジ穴がシャーシ側面のネジ穴に合うようにブラケットを
配置します。

ラックマウントブラケットのネジ穴を、シャーシ側面のネジ穴に合わせることができます

（代表的なシャーシでのこれらのブラケットの 2通りの取り付け方法は次の図を参照）。
使用する穴は、ラックの要件およびインターフェイスケーブル（最小3インチ（7.6mm））
およびモジュールハンドル（最小 1インチ（2.5 mm））に必要な隙間の量によって異なり
ます。

（注）

c) 4本のM4ネジを使用して前面マウントブラケットと背面マウントブラケットをシャーシに固定し、
12インチポンド（1.36 N·m）のトルクで各ネジを締めます。

d) ステップ 1を繰り返し、スイッチの反対側にもう一方の前面ラックマウントブラケットと背面ラック
マウントブラケットを取り付け、スイッチの前面から同じ距離にそのブラケットを配置します。

シャーシの奥行によっては、背面ラックマウントブラケットが合わない場合があります。

この場合、背面ラックマウントブラケットは必要ありません。

（注）

ステップ 2 アース接地ラックにシャーシを設置していない場合、シャーシのアース接続（31ページ）セクションで
説明されているように、お客様が用意したアース線をシャーシに接続する必要があります。アースされた

ラックにシャーシを接地する場合は、このステップは省略できます。

ステップ 3 スライダレールをラックまたはキャビネットに次のように設置します。

a) スライダレールに使用するラックまたはキャビネットの 2本の支柱を決定します。ラックまたはキャ
ビネットの4本の垂直な支柱のうち、2本の支柱にはシャーシの終端に最も簡単にアクセスできるよう
に取り付けられた前面マウントブラケットに使用され、その他 2本の支柱にはスライダレールが取り
付けられます。
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b) ラックの背面で適切なレベルにスライダレールを合わせ、ラックのスレッドのタイプに応じて、12-24
ネジまたは 10-32ネジを使用してラックにレールを取り付けます（次の図を参照）。12-24ネジを 30
インチポンド（3.39 N·m）のトルクで締め、10-32ネジを 20インチポンド（2.26 N·m）トルクで締めま
す。

c) ステップ 3を繰り返し、ラックの反対側にもスライダレールを取り付けます。

スライダレールが同じレベルになっていることを確認するには、水準器やメジャーを使用するか、垂

直の取り付けレールのネジ穴を慎重に数えます。

ステップ 4 次の手順に従って、スイッチをラックに差し込んで取り付けます。

a) スイッチを両手で持ち、スイッチの 2つの背面ラックマウントブラケットを、ラックまたはスライダ
レールが取り付けられていないキャビネットの支柱の間に配置します（次の図を参照）。
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b) ラックに取り付けたスライダレールにスイッチの両側の 2つの背面ラックマウントガイドを合わせま
す。ラックマウントガイドをスライダレールに滑り込ませ、前面ラックマウントブラケットがラック

またはキャビネットの 2本の支柱に触れるまでスイッチをラックにスライドさせます。
c) シャーシを水平に持って、ネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または 10-32）を垂直ラックの取り付
けレールのケージナットまたはネジ穴を通るように、それぞれ 2つの前面ラックマウントブラケット
（合計 6本のネジを使用）に差し込みます（次の図を参照）。

d) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。

ステップ 5 アース線をシャーシのアースパッドに接続した場合、線のもう一方の端を設置場所のアースに接続しま
す。

NCS-1RU-ACC-KITラックマウントキットを使用したスイッチの設置
スイッチを取り付けるには、前面および背面取り付けブラケットをスイッチに取り付け、スラ

イダレールをラックの背面に取り付け、スイッチをスライダレール上でスライドさせ、スイッ

チをラックの前面に固定します。通常は、ラックの前面が側面になるようにすると簡単に保守

を行えます。

スライダレールとスイッチをラックに取り付けるために必要となる 8本の 10-32または 12-24
ネジを用意する必要があります。

（注）

始める前に

•届いたスイッチを確認し、注文したすべての部品が揃っているかを確認します。

•スイッチのラックマウントキットに次の部品が含まれていることを確認してください。
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•前面ラックマウントブラケット（2）

•背面ラックマウントブラケット（2）

•スライダレール（2）

• M4 x 0.7 x 8 mmのさらネジ（12）

•ラックを所定の場所に取り付けて固定します。

手順の概要

1. 次の手順に従って、スイッチに 2つのフロントマウントブラケットを取り付けます。
2. 次の手順に従って、シャーシに 2つの背面ラックマウントブラケットを取り付けます。
3. アース接地ラックにシャーシを設置していない場合、セクションシャーシのアース接続

（31ページ）で説明されているように、お客様が用意したアース線をシャーシに接続す
る必要があります。アースされたラックにシャーシを接地する場合は、このステップは省

略できます。

4. スライダレールをラックまたはキャビネットに次のように設置します。

5. 次の手順に従って、スイッチをラックに差し込んで取り付けます。

6. アース線をシャーシのアースパッドに接続した場合、線のもう一方の端を設置場所のアー

スに接続します。

手順の詳細

ステップ 1 次の手順に従って、スイッチに 2つのフロントマウントブラケットを取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•スイッチにポート側吸気モジュール（赤紫色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ポートがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

•スイッチにポート側排気モジュール（青色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ファンと電源モジュールがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

b) 4個のネジ穴がシャーシ側面のネジ穴に合うようにフロントマウントブラケットを配置します。

前面ラックマウントブラケットの任意のネジ穴 4つを、シャーシ側面の 6つのネジ穴のう
ちの 4つに揃えることができます（代表的なシャーシでのこれらのブラケットの 2通りの
取り付け方法は次の図を参照）。使用する穴は、ラックの要件およびインターフェイスケー

ブル（最小 3インチ（7.6 mm））およびモジュールハンドル（最小 1インチ（2.5 mm））
に必要な隙間の量によって異なります。

（注）
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シャーシのモジュール端に位置を合わせる前面

ラックマウントブラケット

5シャーシのポート端に位置を合わせる前面ラッ

クマウントブラケット

1

シャーシにブラケットを取り付けるための4本
のM4ネジ

6シャーシにブラケットを取り付けるための4本
のM4ネジ

2

シャーシにブラケットを取り付けるための2本
のM4ネジ

7シャーシのモジュール端に位置を合わせる背面

ラックマウントガイド

3

シャーシのポート端に位置を合わせる背面ラッ

クマウントガイド

8シャーシにブラケットを取り付けるための2本
のM4ネジ

4

c) 4本のM4ネジを使用してフロントマウントブラケットをシャーシに固定し、12インチポンド（1.36
N·m）のトルクで各ネジを締めます。

d) ステップ 1を繰り返し、スイッチの反対側にもう一方の前面ラックマウントブラケットを取り付け、
スイッチの前面から同じ距離にそのブラケットを配置します。

ステップ 2 次の手順に従って、シャーシに 2つの背面ラックマウントブラケットを取り付けます。

a) 背面ラックマウントブラケットの 2個のネジ穴を、シャーシ側面にある残りの 6個のネジ穴の中間の
2個のネジ穴の位置に合わせます。シャーシのポート接続端付近にある穴にガイドの位置を合わせる場
合は、前の図の番号3を参照してください。それ以外の場合は、前の図の番号7を参照してください。

b) 2本のM4ネジを使用してガイドをシャーシに取り付けます（前の図の番号 4または 8を参照）。12
インチポンド（1.36 N·m）のトルクでネジを締めます。
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c) ステップ 2を繰り返して、スイッチの反対側にもう一方の背面ラックマウントブラケットを取り付け
ます。

ステップ 3 アース接地ラックにシャーシを設置していない場合、セクションシャーシのアース接続（31ページ）で
説明されているように、お客様が用意したアース線をシャーシに接続する必要があります。アースされた

ラックにシャーシを接地する場合は、このステップは省略できます。

ステップ 4 スライダレールをラックまたはキャビネットに次のように設置します。

a) スライダレールに使用するラックまたはキャビネットの 2本の支柱を決定します。ラックまたはキャ
ビネットの4本の垂直な支柱のうち、2本の支柱にはシャーシの終端に最も簡単にアクセスできるよう
に取り付けられた前面マウントブラケットに使用され、その他 2本の支柱にはスライダレールが取り
付けられます。

b) ラックの背面で適切なレベルにスライダレールを合わせ、ラックのスレッドのタイプに応じて、2本
の 12-24ネジまたは 2本の 10-32ネジを使用してラックにレールを取り付けます（次の図を参照）。
12-24ネジを 30インチポンド（3.39 N·m）のトルクで締め、10-32ネジを 20インチポンド（2.26 N·m）
トルクで締めます。

お客様が準備した 2本の 12-24または 10-32ネ
ジ（各スライダレールのラックへの取り付け

に使用）

2スライダレールのネジ穴とラックのネジ穴を

揃える

1

c) ステップ 3を繰り返し、ラックの反対側にもスライダレールを取り付けます。

スライダレールが同じレベルになっていることを確認するには、水準器やメジャーを使用するか、垂

直の取り付けレールのネジ穴を慎重に数えます。

ステップ 5 次の手順に従って、スイッチをラックに差し込んで取り付けます。

a) スイッチを両手で持ち、スイッチの 2つの背面ラックマウントブラケットを、ラックまたはスライダ
レールが取り付けられていないキャビネットの支柱の間に配置します（次の図を参照）。
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前面マウントブラケット。3ラックに取り付けたスライダレールに 2つの
背面ラックマウントブラケットガイドを合わ

せます。

1

ラックまたはキャビネット支柱の取り付けレー

ル。

4ラックマウントガイドをスライダレールに滑

り込ませ、前面ラックマウントブラケットが

前面ラックマウントレールに触れるまでスラ

イドさせます。

2

b) ラックに取り付けたスライダレールにスイッチの両側の 2つの背面ラックマウントガイドを合わせま
す。ラックマウントガイドをスライダレールに滑り込ませ、前面ラックマウントブラケットがラック

またはキャビネットの 2本の支柱に触れるまでスイッチをラックにスライドさせます。
c) シャーシを水平に持って、2本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または 10-32）を垂直ラックの
取り付けレールのケージナットまたはネジ穴を通るように、それぞれ 2つの前面ラックマウントブラ
ケット（合計 4本のネジを使用）に差し込みます（次の図を参照）。
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ラックまたはキャビネット支柱の取り付けレー

ル。

32本の 12-24または 10-32ネジを両側で使用し
て、ラックの前面にシャーシを固定します。

1

前面マウントブラケット。2

d) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。

ステップ 6 アース線をシャーシのアースパッドに接続した場合、線のもう一方の端を設置場所のアースに接続しま
す。

N3K-C3064-ACC-KITラックマウントキットを使用したスイッチの設置
スイッチを取り付けるには、前面および背面取り付けブラケットをスイッチに取り付け、スラ

イダレールをラックの背面に取り付け、スイッチをスライダレール上でスライドさせ、スイッ

チをラックの前面に固定します。通常は、ラックの前面が側面になるようにすると簡単に保守

を行えます。

スライダレールとスイッチをラックに取り付けるために必要となる 8本の 10-32または 12-24
ネジを用意する必要があります。

（注）
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始める前に

•届いたスイッチを確認し、注文したすべての部品が揃っているかを確認します。

•スイッチのラックマウントキットに次の部品が含まれていることを確認してください。

•前面ラックマウントブラケット（2）

•背面ラックマウントブラケット（2）

•スライダレール（2）

• M4 x 0.7 x 8 mmのさらネジ（12）

•ラックを所定の場所に取り付けて固定します。

ステップ 1 次の手順に従って、スイッチに 2つのフロントマウントブラケットを取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•スイッチにポート側吸気モジュール（赤紫色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ポートがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

•スイッチにポート側排気モジュール（青色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ファンと電源モジュールがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

b) 4個のネジ穴がシャーシ側面のネジ穴に合うようにフロントマウントブラケットを配置します。

前面ラックマウントブラケットの任意のネジ穴 4つを、シャーシ側面の 6つのネジ穴のう
ちの 4つに揃えることができます（代表的なシャーシでのこれらのブラケットの 2通りの
取り付け方法は次の図を参照）。使用する穴は、ラックの要件およびインターフェイスケー

ブル（最小 3インチ（7.6 mm））およびモジュールハンドル（最小 1インチ（2.5 mm））
に必要な隙間の量によって異なります。

（注）
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シャーシのモジュール端に位置を合わせる前面

ラックマウントブラケット

5シャーシのポート端に位置を合わせる前面ラッ

クマウントブラケット

1

シャーシにブラケットを取り付けるための4本
のM4ネジ

6シャーシにブラケットを取り付けるための4本
のM4ネジ

2

シャーシにブラケットを取り付けるための2本
のM4ネジ

7シャーシのモジュール端に位置を合わせる背面

ラックマウントガイド

3

シャーシのポート端に位置を合わせる背面ラッ

クマウントガイド

8シャーシにブラケットを取り付けるための2本
のM4ネジ

4

c) 4本のM4ネジを使用してフロントマウントブラケットをシャーシに固定し、12インチポンド（1.36
N·m）のトルクで各ネジを締めます。

d) ステップ 1を繰り返し、スイッチの反対側にもう一方の前面ラックマウントブラケットを取り付け、
スイッチの前面から同じ距離にそのブラケットを配置します。

ステップ 2 次の手順に従って、シャーシに 2つの背面ラックマウントブラケットを取り付けます。

a) 背面ラックマウントブラケットの 2個のネジ穴を、シャーシ側面にある残りの 6個のネジ穴の中間の
2個のネジ穴の位置に合わせます。シャーシのポート接続端付近にある穴にガイドの位置を合わせる場
合は、前の図の番号3を参照してください。それ以外の場合は、前の図の番号7を参照してください。

b) 2本のM4ネジを使用してガイドをシャーシに取り付けます（前の図の番号 4または 8を参照）。12
インチポンド（1.36 N·m）のトルクでネジを締めます。
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c) ステップ 2を繰り返して、スイッチの反対側にもう一方の背面ラックマウントブラケットを取り付け
ます。

ステップ 3 アース接地ラックにシャーシを設置していない場合、セクションシャーシのアース接続（31ページ）で
説明されているように、お客様が用意したアース線をシャーシに接続する必要があります。アースされた

ラックにシャーシを接地する場合は、このステップは省略できます。

ステップ 4 スライダレールをラックまたはキャビネットに次のように設置します。

a) スライダレールに使用するラックまたはキャビネットの 2本の支柱を決定します。ラックまたはキャ
ビネットの4本の垂直な支柱のうち、2本の支柱にはシャーシの終端に最も簡単にアクセスできるよう
に取り付けられた前面マウントブラケットに使用され、その他 2本の支柱にはスライダレールが取り
付けられます。

b) ラックの背面で適切なレベルにスライダレールを合わせ、ラックのスレッドのタイプに応じて、2本
の 12-24ネジまたは 2本の 10-32ネジを使用してラックにレールを取り付けます（次の図を参照）。
12-24ネジを 30インチポンド（3.39 N·m）のトルクで締め、10-32ネジを 20インチポンド（2.26 N·m）
トルクで締めます。

お客様が準備した 2本の 12-24または 10-32ネ
ジ（各スライダレールのラックへの取り付け

に使用）

2スライダレールのネジ穴とラックのネジ穴を

揃える

1

c) ステップ 3を繰り返し、ラックの反対側にもスライダレールを取り付けます。

スライダレールが同じレベルになっていることを確認するには、水準器やメジャーを使用するか、垂

直の取り付けレールのネジ穴を慎重に数えます。

ステップ 5 次の手順に従って、スイッチをラックに差し込んで取り付けます。

a) スイッチを両手で持ち、スイッチの 2つの背面ラックマウントブラケットを、ラックまたはスライダ
レールが取り付けられていないキャビネットの支柱の間に配置します（次の図を参照）。
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前面マウントブラケット。3ラックに取り付けたスライダレールに 2つの
背面ラックマウントブラケットガイドを合わ

せます。

1

ラックまたはキャビネット支柱の取り付けレー

ル。

4ラックマウントガイドをスライダレールに滑

り込ませ、前面ラックマウントブラケットが

前面ラックマウントレールに触れるまでスラ

イドさせます。

2

b) ラックに取り付けたスライダレールにスイッチの両側の 2つの背面ラックマウントガイドを合わせま
す。ラックマウントガイドをスライダレールに滑り込ませ、前面ラックマウントブラケットがラック

またはキャビネットの 2本の支柱に触れるまでスイッチをラックにスライドさせます。
c) シャーシを水平に持って、2本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または 10-32）を垂直ラックの
取り付けレールのケージナットまたはネジ穴を通るように、それぞれ 2つの前面ラックマウントブラ
ケット（合計 4本のネジを使用）に差し込みます（次の図を参照）。
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ラックまたはキャビネット支柱の取り付けレー

ル。

32本の 12-24または 10-32ネジを両側で使用し
て、ラックの前面にシャーシを固定します。

1

前面マウントブラケット。2

d) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。

ステップ 6 アース線をシャーシのアースパッドに接続した場合、線のもう一方の端を設置場所のアースに接続しま
す。

2ポストラックへの 1（RU）シャーシの設置
このセクションは、Cisco Nexus 3000シリーズのスイッチを 2支柱ラックへの設置方法を説明
します。

スイッチを設置するには、取り付けブラケットをスイッチに取り付け、スイッチをラックに固

定する必要があります。19インチラック以外のラックにスイッチを設置する場合は、スイッ
チの付属品ではないブラケットキットが必要です。

次の図に、標準的な 19インチの取り付けブラケットを示します。
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19インチブラケット
（C3850-RACK-KIT=）

1

手順の概要

1. 通常のスイッチにブラケットを取り付けます。

2. シャーシをラックに取り付けます。

手順の詳細

ステップ 1 通常のスイッチにブラケットを取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•スイッチにポート側吸気モジュール（赤紫色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ポートがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

•スイッチにポート側排気モジュール（青色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ファンと電源モジュールがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

b) 4個のネジ穴がシャーシ側面のネジ穴に合うようにブラケットを配置します。
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No.8フラットヘッドネジ（各 4ブラケット）3リアマウントの位置1

フロントマウントの位置2

c) 4本の No.8フラットヘッドネジを使用してブラケットをシャーシに固定し、12インチポンド（1.36
N·m）のトルクで各ネジを締めます。
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d) 前のステップを繰り返し、スイッチの反対側にもう一方の前面ラックマウントブラケットを取り付け、
スイッチの前面から同じ距離にそのブラケットを配置します。

ステップ 2 シャーシをラックに取り付けます。

a) 2本のM4ネジを使用してブラケットをシャーシに取り付けます。

M4ネジ（各側に 2つずつ）2フロントマウントの位置1

シャーシのアース接続
スイッチとラックが金属間接続されたアースされたラックにスイッチを適切に取り付けると、

スイッチシャーシは自動的にアースされます。

電導経路を必ず本製品のシャーシと製品を搭載するラックまたは筺体の金属面との間に設置す

るか、またはアース導体に接続するようにしてください。ネジ山を形成するタイプの取り付け

ネジを使用して塗料または非導電コートを除去し、金属間接点を作ることにより必ず電気的導

通を確保してください。取り付け金具と筺体またはラックとの接触面の塗料または非導電コー

トはすべて除去してください。設置する前に必ず表面の汚れを除去し、腐食防止剤を塗布して

ください。

（注）

また、ラックがアースされていない場合、お客様が準備したアースケーブルを接続してシャー

シをアースすることもできます。ケーブルをシャーシのアースパッドおよび設置場所のアース

に接続します。
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ステートメント 1024：アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

ステートメント 1046：装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

警告

始める前に

シャーシをアースする前に、データセンタービルディングのアースに接続できるようになって

いる必要があります。

ステップ 1 ワイヤストリッパを使用して、アース線の端から 0.75インチ（19 mm）ほど、被膜をはがします。米国で
設置する場合は、6-AWG線をお勧めします。

ステップ 2 アース線の被覆をはぎとった端をアースラグの開口端に挿入します。圧着工具を使用し、次の図のように
アース線をアースラグに圧着します。アース線をアースラグから引っ張り、アース線がアースラグにしっ

かりと接続されていることを確認します。

2本のM4ネジを使用してアースラグをシャー
シに固定します

3シャーシのアースパッド1

アースケーブル。一方の端から0.75インチ（19
mm）絶縁体がはがされ、アースラグに挿入さ
れ、所定の位置に圧着します

2

ステップ 3 2本のM4ネジでシャーシのアースパッドにアースラグを固定します（上図を参照）。11～ 15インチポ
ンド（1.24～ 1.69 Nm）のトルクでネジを締めます。
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ステップ 4 アース線のもう一方の端を処理し、設置場所のアースに接続します。

スイッチの起動
スイッチの電源を投入するには、次の手順を実行します。

始める前に

•スイッチが完全に設置され、ラックに固定されていることを確認します。

•スイッチが施設のアースまたはアースされたラックに適切に接地されていることを確認し
ます。

•ファンおよび電源モジュールのすべてがシャーシに取り付けられていることを確認しま
す。シャーシに電源装置が 1つしかない場合は、設計されたエアフローを維持するため
に、空いている電源装置スロットにブランクモジュール（N2200-P-BLNK）が必要です。

• DC電源を使用している場合は、回路が回路ブレーカーで遮断されていることを確認しま
す。

ステップ 1 スイッチに AC電源がある場合、それらの電源を次のように AC電源に接続します。

a) AC電源の回路ブレーカーがオフになっていることを確認します。
b) 電源モジュールの電源コンセントに電源コードを接続します。
c) AC電源に電源コードのもう一方の端を接続します。
d) 回路ブレーカーで電源を入れます。
e) OK LEDがグリーンに変わり、FAULT LEDが消灯していることを点検して、電源が機能していること
を確認します。

ステップ 2 スイッチにHVAC/HVDC電源モジュールがある場合は、次のようにそれらの電源モジュールを電源に接続
します。

a) ご使用の国または地域に推奨される高電圧電源ケーブルを使用して、電源ケーブルの Anderson Power
Saf-D-Gridコネクタを電源モジュールの電源コンセントに接続します。カチッと音がするまで、コネク
タをコンセントに完全に挿入します。

b) 電源コードのもう一方の端を電源に接続します。

• HVAC電源に接続する場合は、HVAC電源のコンセントにC14またはLS-25プラグを挿入します。

• HVDC電源に接続する場合は、次の手順を実行します。

1. 電源端末の回路ブレーカーの電源がオフになっていることを確認します。

2. 電源モジュールの各端子ポストからナットを外します。

3. 電源ケーブルのマイナス線の端子リングを電源のマイナス端子に置き、端子ナットで固定しま
す。
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4. 電源ケーブルのプラス線の端子リングを電源のプラス端子に置き、端子ナットで固定します。

5. 電源ケーブルのアース線の端子リングを電源のアース端子に置き、端子ナットで固定します。

6. 電源端子用の保護カバーがある場合は、感電の危険を避けるために端子にかぶせて締めます。

7. 電源の回路ブレーカーで電源を入れます。

ステップ 3 スイッチに DC電源モジュールがある場合は、次のようにそれらの電源モジュールを電源に接続します。

a) DC電源の回路ブレーカーがオフになっていることを確認します。
b) 電源モジュールのマイナス（-）およびプラス（+）の端子に接触するのを防止する透明プラスチック
製安全カバーを取り外します。

c) 電源からのマイナスケーブルを電源装置の左側（-）端子に接続します。
d) 電源からのプラスケーブルを電源装置の右側（+）端子に接続します。
e) 誤って端子に接触するのを防止する透明プラスチック製安全カバーを、電源モジュール端子にクリッ

プで留めます。

f) 回路ブレーカーで電源を入れます。

g) OK LEDがグリーンに変わり、FAULT LEDが消灯していることを点検して、電源が機能していること
を確認します。

ステップ 4 ファンの動作音を確認します。電源コードを差し込むと、ファンが動作を開始します。

ステップ 5 スイッチが起動したら、次の LEDが点灯していることを確認します。

•電源 LED —緑に点灯

緑色でない場合は、モジュールをスロットから途中で取り外して、再度取り付けてみてください。

•ファン LED —緑に点灯

緑色でない場合は、モジュールをスロットから途中で取り外して、再度取り付けてみてください。

•システムステータス LED － 緑に点灯（LEDがオレンジまたは赤に点灯している場合、1つまたは複
数の環境モニターが問題をレポートしています。

•イーサネットコネクタのリンク LED —消灯
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第 4 章

ネットワークへのスイッチの接続

•ネットワーク接続の準備（35ページ）
•コンソールへの接続（35ページ）
•管理インターフェイスの接続（36ページ）
•他のデバイスへのインターフェイスポートの接続（37ページ）
•トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス（40ページ）

ネットワーク接続の準備
スイッチのネットワーク接続を準備するときは、各インターフェイスタイプについて次の事項

を考慮し、ポートを接続する前に必要なすべての機器を揃えてください。

•各インターフェイスタイプに必要なケーブル

•各信号タイプの距離制限

•必要な他のインターフェイス機器

コンソールへの接続
スイッチをコンソールに接続して、次の機能を実行できます。

• CLIを使用したスイッチの設定

•ネットワーク統計情報およびエラーのモニターリング

• SNMPエージェントパラメータの設定

•ソフトウェアアップデートのダウンロード

スイッチを最初にネットワークに接続する前に、このポートを使用してローカル管理接続を作

成し、IPアドレスの設定および他の初期設定を行うことを推奨します。
（注）
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スイッチのコンソールポートは、RJ-45インターフェイスを備えた RS-232ポートです。これ
は非同期シリアルポートです。このポートに接続する装置は、非同期伝送に対応している必要

があります。

コンソールポートにはモデムを接続できます。コンソールポートにモデムを接続していない

場合は、スイッチに電源を投入する前か、スイッチのブートプロセスが完了したあとで接続し

てください。

注意

始める前に

スイッチをコンソールに接続する前に、次の準備ができていることを確認してください。

• VT100端末エミュレーションをサポートするコンピュータ端末。セットアップおよび設定
時にスイッチとコンピュータを通信させるには、ターミナルエミュレーションソフトウェ

ア（HyperTerminalまたは Procomm Plusなど）を使用します。

ステップ 1 次のデフォルトのポート特性に一致するように、ターミナルエミュレータプログラムを設定します。

• 9600ボー

• 8データビット

• 1ストップビット

•パリティなし

ステップ 2 ケーブルのもう一方の端の DB-9コネクタをコンピュータのシリアルポートに接続します。

次のタスク

これでスイッチを設定できます。

管理インターフェイスの接続

始める前に

IPアドレスの競合を防ぐため、初期設定を完了し、スイッチの IPアドレスを確立する必要が
あります。

ステップ 1 適切なモジュラケーブルをスイッチの接続します。

ステップ 2 ケーブルのもう一方の端を、スイッチ、ハブ、またはルータに接続します。
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他のデバイスへのインターフェイスポートの接続
スイッチの初期設定を実行し、管理接続を確立したら、スイッチのインターフェイスポートを

他のデバイスに接続できます。スイッチのインターフェイスポートのタイプによっては、

QSFP+、SFP+または SFPトランシーバの使用時にインターフェイスケーブルを使用する必要
があり、または RJ-45コネクタを使用して他のデバイスにスイッチを接続する必要がありま
す。

多くの光ファイバケーブルで使用するトランシーバは、ケーブルから切り離して提供されま

す。光ファイバケーブルやトランシーバの破損を防止するため、トランシーバをインターフェ

イスポートに取り付ける際にトランシーバを光ファイバケーブルから切り離しておくことを

推奨します。光ファイバケーブルのトランシーバを取り外す前に、トランシーバからケーブル

を取り外す必要があります。

トランシーバと光ケーブルの有効性と寿命を最大化するには、次の手順を実行します。

•トランシーバを扱うときは、常にアースに接続されている静電気防止用リストストラップ
を着用してください。通常、スイッチを設置するときはアースされており、リストスト

ラップを接続できる静電気防止用のポートがあります。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバおよび光ファイバ
ケーブルを常に埃のない清潔な状態に保ってください。減衰（光損失）は汚れによって増

加します。減衰量は 0.35 dB未満に保つ必要があります。

•埃によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、取り付ける前にこれらの部品
を清掃してください。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してください。

ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所の光ファイバ接続

清掃手順に従ってください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となることがあります。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷

しているかどうかを確認してください。

ステートメント 1051：レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告
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SFP+および SFPトランシーバの取り付け

SFPまたは SFP+トランシーバの取り外しおよび取り付けを過度に行うと、耐用年数が短くな
ります。必要な場合以外には、SFPまたは SFP+トランシーバの取り外しや取り付けを行わな
いようにしてください。トランシーバの取り付けまたは取り外しを行う際は、光ケーブルやト

ランシーバの破損を防止するため、ケーブルを抜いた状態で行うことを推奨します。

（注）

ケーブルをトランシーバに接続できない場合は、トランシーバのケーブル側にダストプラグを

取り付けるか、またはそのままにします。

（注）

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ポートケージのダストカバーを外します。

ステップ 3 トランシーバのポート側のダストカバーを外します。

ステップ 4 次のようにトランシーバをポートに差し込みます。

•マイラータブラッチ付きのトランシーバの場合、タブが下にくるようにし、ポートにしっかりはまる
までトランシーバをゆっくり差し込みます。

•ベールクラスプラッチ付きのトランシーバの場合、クラスプが下になるようにし、クラスプを持ち上
げてトランシーバの上部で閉じてから、ポートにしっかりはまるまでトランシーバをゆっくり差し込

みます。

トランシーバが取り付けにくい場合は、トランシーバの向きと、タブやクラスプの位置が

正しいかどうかを確認してください。

注意

QSFP+トランシーバの取り付け
QSFP+トランシーバモジュールには、ベールクラスプラッチまたはプルタブラッチを付ける
ことができます。

QSFP+トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。QSFP+トラン
シーバモジュールを取り扱ったり、システムモジュールに触れたりする場合は、静電気防止

用リストストラップのような個別のアースデバイスを常に使用してください。

注意
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ステップ 1 静電気防止用リストストラップを自分自身とシャーシまたはラックの適切な接地点に取り付けます。使用
手順に従ってください。

ステップ 2 QSFP+トランシーバモジュールを保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 トランシーバのポート側のダストカバーを外します。

ステップ 4 QSFP+トランシーバモジュール本体のラベルを調べて、使用しているネットワークに適合するモデルであ
ることを確認します。

ステップ 5 光 QSFP+トランシーバの場合は、光ボアダストプラグを取り外し、脇に置きます。

ステップ 6 ベールクラスプラッチ付きのトランシーバの場合は、次のようにしてください。

a) ベールクラスプを垂直位置に保ちます。

b) QSFP+トランシーバをモジュールのトランシーバソケット開口部の前に合わせ、トランシーバがソ
ケットの電気コネクタに接触するまで QSFP+トランシーバをソケットに慎重に挿入します。

ステップ 7 プルタブ付きの QSFP+トランシーバの場合は、次のようにしてください。

a) IDラベルが上になるように、トランシーバを持ちます。
b) QSFP+トランシーバをモジュールのトランシーバソケット開口部の前に合わせ、トランシーバがソ
ケットの電気コネクタに接触するまで QSFP+トランシーバをソケットに慎重に挿入します。

SFP+および SFP光ケーブルの取り付け

トランシーバの取り付けまたは取り外しを行う際は、光ケーブルやトランシーバの破損を防止

するため、ケーブルを抜いた状態で行います。

（注）

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルのコネクタのダストカバーを外します。

ステップ 3 トランシーバのケーブル側のダストカバーを外します。

ステップ 4 ケーブルコネクタをトランシーバに合わせ、しっかりはまるまでコネクタをトランシーバに差し込みま
す。

ケーブルが取り付けにくい場合、ケーブルの向きを確認してください。注意

ケーブルをトランシーバに接続できない場合は、トランシーバのケーブル側にダストプラグを

取り付けるか、またはそのままにします。

（注）

接続の確認手順については、該当する Cisco Nexusシリーズのコンフィギュレーションガイドを参照して
ください。
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トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、トランシーバおよび光ファイバケー

ブルを常に埃のない清潔な状態に保つ必要があります。汚れによって減衰（光損失）は増加し

ます。減衰量は 0.35 dB未満でなければなりません。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

•トランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、アースしたシャーシに接
続している静電気防止用リストストラップを着用してください。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃によって光ファイバケー
ブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となることがあります。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してください。

ウェットクリーニングとドライクリーニングの両方が効果的です。設置場所の光ファイ

バ接続清掃手順に従ってください。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷

しているかどうかを確認してください。
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第 5 章

モジュールの交換

• 1（RU）ファンモジュールの交換（41ページ）
• AC電源モジュールの交換（42ページ）
• DC電源モジュールの交換（43ページ）

1（RU）ファンモジュールの交換
ファンモジュールは、システムの稼働中に取り外しや交換を行っても、感電やシステムの損傷

が起きないように設計されています。ただし、交換作業は 1分以内に行う必要があります。

適切な交換用ファンモジュールがない場合は、スイッチのエアーフローを維持できるよう、交

換用ファンモジュールを入手できるまではスロットで元のファンモジュールを使用し続けて

ください。モジュール番号はシャーシに記載しています。

ファンアセンブリをシャーシから外すときにファンがまだ回転している場合があります。ファ

ンアセンブリの筐体の隙間に指やドライバなどを近づけないでください。

注意

始める前に

•手で触れるコンポーネントの静電破壊を防止するための、静電気防止用リストストラップ
または他のデバイスがあることを確認します。

•シャーシから取り外すファンモジュールを置くための静電気防止シートまたはバッグがあ
ることを確認します。

•交換用ファンモジュールのエアーフローの向きが正しい（同じシャーシ内の他のファンお
よび電源モジュールと同じ色になっている）ことを確認します。

ステップ 1 ESDによる損傷を防ぐために、ESDリストストラップまたはその他の ESDデバイスを身体に取り付け、
接地します。
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ESDデバイスは、接地されたラックやシャーシのアース接続など、アースまたは設置されたオブジェクト
に取り付けることができます。

ステップ 2 次のようにして、交換するファンモジュールを取り外します。

a) 取り外すファンモジュールで、ファンモジュールハンドルの両側を（ファンモジュールに接続して

いる部分に最も近い位置で）押して、モジュールがコネクタから外れるようにハンドルを引っ張りま

す。

b) ハンドルをつかみ、モジュールをシャーシから取り外して、静電気防止シート上または静電気防止バッ
グ内に置きます。

モジュール背面の電気コネクタに触れないようにし、他の何かが接触してコネクタが損傷

しないようにします。

注意

ステップ 3 次のようにして、交換用ファンモジュールを取り付けます。

a) ファンモジュールのハンドルを持ち、ファンモジュールの背面（電気コネクタがある側）をシャーシ

の空いているファンスロットに合わせます。

b) カチッと音がするまでスロットにファンモジュールを挿入します。
c) ステータス（STS）LEDが点灯し、グリーンになることを確認します。

AC電源モジュールの交換
別の電源モジュールが取り付けられていて交換時に稼働している限り、動作時に AC電源モ
ジュールを交換できます。スイッチは1つの電源モジュールだけで稼働するので、稼働中に冗
長電源モジュールをホットスワップできます。シャーシに取り付けられている電源モジュール

が1個だけの場合、電源モジュールを取り外す前に空いている電源モジュールスロットに新し
い電源モジュールを取り付けることでモジュールを交換できます。モジュール番号はシャーシ

に記載しています。

始める前に

•手で触れるコンポーネントの静電破壊を防止するための、静電気防止用リストストラップ
または他のデバイスがあることを確認します。

•シャーシから取り外す電源モジュールを置くための静電気防止シートまたはバッグがある
ことを確認します。

•交換用電源モジュールのエアーフローの向きが正しい（同じシャーシ内の他のファンおよ
び電源モジュールと同じ色になっている）ことを確認します。そうしないと、スイッチが

過熱状態になり、シャットダウンします。

ステップ 1 ESDによる損傷を防ぐために、ESDリストストラップまたはその他の ESDデバイスを身体に取り付け、
接地します。
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ESDデバイスは、接地されたラックやシャーシのアース接続など、アースまたは設置されたオブジェクト
に取り付けることができます。

ステップ 2 電源モジュールは、次のように取り外します。

a) 取り外す電源モジュールの電源コードを電源コンセントから引き抜き、OK LEDが消灯していること
を確認します。

b) 電源モジュールは、サムラッチを左に押した状態にしてシャーシから少し引き出して、取り外します。
c) シャーシから引き出す際、もう一方の手で下から電源モジュールを支えます。

電源モジュールは、静電気防止用シート上に置くか、梱包材で包みます。

d) 電源モジュールスロットを空のままにしておく場合は、電源モジュール用ブランクフィラーパネル
（部品番号 N2200-P-BLNK）を取り付けます。

ステップ 3 交換用電源モジュールは、次のように取り付けます。

a) 一方の手でモジュールの下部を持ち、もう一方の手でハンドルを持つ形で交換用電源モジュールを持

ち、電源モジュールの後端（電気接続の終端部）を空いている電源モジュールスロットに合わせ、電

源モジュールがカチッと音がして所定の位置にはまるまでスロットに完全に押し込みます。

b) リリースラッチを使用せずに電源モジュールをスロットから引き出すようにして取り付け具合を確認
します。

電源モジュールが動かなければ、スロットに確実に固定されています。電源モジュールが動く場合は、

カチッと音がするまでスロットに完全に押し込みます。

ステップ 4 次のように、新しい電源モジュールを AC電源モジュールに接続します。

a) 電源モジュール前面の電源コンセントに電源ケーブルを接続します。

b) 電源コードの反対側を AC電源コンセントに接続します。

•電源の冗長性が必要ない場合は、電源モジュールを 1つ電源に接続します。

• n+1の冗長性が必要な場合は、2つの電源モジュールを 1つまたは 2つの電源に接続します。

• n+nの冗長性が必要な場合は、2つの電源モジュールそれぞれを異なる電源に接続します。

配電ユニットのコンセントの種類によっては、スイッチをコンセントに接続するために、

オプションのジャンパケーブルが必要となる場合があります。

（注）

c) 電源モジュールの OK LEDがグリーンになっているかどうかを調べ、電源モジュールの稼働を確認し
ます。

DC電源モジュールの交換
別の電源モジュールが取り付けられていて交換時に稼働している限り、動作時に DC電源モ
ジュールを交換できます。スイッチは1つの電源モジュールだけで稼働するので、稼働中に冗
長電源モジュールをホットスワップできます。1個の電源モジュールのみがシャーシに取り付
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けられている場合、空いている電源モジュールスロットに新しい電源モジュールを取り付け、

動作できるようにしてからもう一方の電源モジュールを取り外すことで1つを交換できます。
モジュール番号はシャーシに記載しています。

ステートメント 1034：バックプレーンの電圧

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。作業を行うときは注意してく

ださい。

警告

始める前に

•手で触れるコンポーネントの静電破壊を防止するための、静電気防止用リストストラップ
または他のデバイスがあることを確認します。

•シャーシから取り外す電源モジュールを置くための静電気防止シートまたはバッグがある
ことを確認します。

•交換用電源モジュールのエアーフローの向きが同じ（同じシャーシ内の他のファンおよび
電源モジュールと同じ色になっている）ことを確認します。そうしないと、スイッチが過

熱状態になり、シャットダウンします。

• DC電源の回路ブレーカーがオフになっていることを確認します。

ステップ 1 ESDによる損傷を防ぐために、ESDリストストラップまたはその他の ESDデバイスを身体に取り付け、
接地します。

ESDデバイスは、接地されたラックやシャーシのアース接続など、アースまたは設置されたオブジェクト
に取り付けることができます。

ステップ 2 DC電源の回路ブレーカーがオフになっていることを確認します。

ステップ 3 次のように、交換が必要な DC電源を取り外します。

a) 交換する電源モジュールへの電源の回路ブレーカーをオフにします。

OK LEDが消灯していることを確認します。

b) DC電源モジュールのプラス端子とマイナス端子へのアクセスを防止する、透明のプラスチックカバー
のクリップを外して取り外します。

c) 右側の端子からプラスの電源コードをゆるめます。

d) 左側の端子からマイナスの電源コードをゆるめます。
e) 端子へのアクセスを防止する透明のプラスチックカバーを取り付けます。

f) サムラッチを押してシャーシから電源モジュールを外し、ハンドルを使用してシャーシから途中まで

抜き出します。

g) シャーシから引き出す際、もう一方の手で下から電源モジュールを支えます。静電気防止用シートに
電源モジュールを置きます。
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h) 電源モジュールベイを空にしておく場合は、電源モジュール用ブランクフィラーパネルを取り付けま
す（N2200-P-BLNK）。

ステップ 4 交換用 DC電源を次のように取り付けます。

a) ハンドルで交換用の電源装置を持ってサムラッチが右側になるように配置してから、電源装置ベイに

完全に差し込み（サムラッチがカチッと音を立てます）、電源装置がベイに完全に装着されているこ

とを確認します。

b) 端子へのアクセスを防止する透明のプラスチックカバーがある場合は、そのクリップを外し、シャー
シから取り外します。

c) 左の端子にマイナスのケーブルを締めます。

d) 右の端子にプラスのケーブルを締めます。
e) 誤って端子に接触するのを防止する透明プラスチック製カバーを、端子にクリップで留めます。

f) 回路ブレーカーで電源を入れます。

g) OK LEDがグリーンになっているかどうかを調べ、電源モジュールの動作を確認します。
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付録 A
ラックの仕様

•キャビネットおよびラックの一般的な要件およびガイドライン（47ページ）
•穴あきキャビネットの要件について（48ページ）
•オープンラックの要件について（48ページ）

キャビネットおよびラックの一般的な要件およびガイド

ライン
キャビネットまたはラックは、次のすべての特性を備えている必要があります。

•標準の 19インチ（48.3 cm）4ポスト EIAキャビネットまたはラック。

• ANSI/EIA-310-D-1992のセクション 1に準拠した英国ユニバーサルピッチに適合する取り
付けレール付き。次を参照してください。

また、キャビネットまたはラックは、次の要件を満たしている必要があります。

•各Cisco Nexusスイッチシャーシについて、最低限、縦方向に 1 RU（ラックユニット）、
つまり 1.75インチ（4.4 cm）のスペースがあること。

•装置の背面をラックに取り付けない場合、2本のラック取り付けレールの間の幅が、17.75
インチ（45.0 cm）以上であること。4支柱 EIAラックの場合、前方の 2本のレールの距離
が 17.75インチ（45.1 cm）であること。

4支柱 EIAキャビネット（穴あき型または壁型）は、次の要件を満たしている必要がありま
す。

•光ファイバケーブルの最小曲げ半径を確保するために、キャビネットの前方取り付けレー
ルから前面扉までに 3インチ（7.6 cm）以上のスペースが必要です。

•背面ブラケットを取り付けられるように、前方取り付けレールの外面と後方取り付けレー
ルの外面の距離が 23.0～ 30.0インチ（58.4～ 76.2 cm）となっている必要があります。

•シャーシ側面とキャビネット側面の間には、2.5インチ（6.4 cm）以上の間隔が必要です。
シャーシの吸気口または排気口の通気を妨げるようなものは除去してください。
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ケーブル管理を考慮し、ラックまたはキャビネット内のシャーシの上下のスペースを広げて、

すべての光ファイバまたは銅ケーブルを簡単にラックに通せるようにすることもできます。

（注）

穴あきキャビネットの要件について
穴あき型キャビネットの穴は、前面扉、背面扉、および側面にあります。「キャビネットおよ

びラックの一般的な要件」の項に示す要件に加えて、穴あき型キャビネットは次の要件を満た

す必要があります。

•前面扉および背面扉の全体に穴があり、60%以上穴が開いていること。扉の高さの 1 RU
あたり 15平方インチ（96.8平方 cm）以上開口部があること。

•キャビネットの上面にも開口部があり、20%以上穴が開いていること。

•冷却が促進されるように、キャビネットの床面は開放型か穴あき型であること。

Cisco Rシリーズラックは、これらの要件に適合しています。

オープンラックの要件について
ページ A-1記載の「キャビネットおよびラックの一般的な要件」のセクションの要件に加え
て、シャーシをオープンラック（側面パネルまたは扉が付いていないもの）に取り付ける場

合、ラックが次の要件を満たしていることを確認します。

•各シャーシについて、最低限、縦方向に2ラックユニット（RU）、つまり3.47インチ（8.8
cm）のスペースがあること。

•隣接するシャーシ間の間隔が6インチ（15.2 cm）以上あり、シャーシの通気口と壁面との
間に最低 2.5インチ（6.4 cm）の隙間があること。
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付録 B
システム仕様

•環境仕様（49ページ）
•スイッチの寸法（49ページ）
• AC電源ケーブルの仕様（50ページ）
• DC電源ケーブルの仕様（51ページ）
• HVDC電源ケーブルの仕様（51ページ）

環境仕様

仕様環境

32～ 104 °F（0～ 40 °C）周囲動作温度温度

-40～ 158°F（-40～ 70°C）非動作温度

10～ 85%周囲動作湿度湿度

5～ 95 %非動作温度

0～ 10,000フィート（0～ 3050 m）周囲動作高度高度

-1000～ 30,000フィート（-304～ 15,150
m）

非動作温度

スイッチの寸法

高さ奥行幅スイッチコンポーネン

ト

4.37 cm（1.72インチ）
（1 RU）

79.31 cm（31.22イン
チ）

43.83 cm（17.25イン
チ）

Cisco Nexus 3636C-R
シャーシ
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高さ奥行幅スイッチコンポーネン

ト

1.72インチ（4.37 cm）
（1 RU）

68.2 cm（26.9インチ）17.3インチ（43.9 cm）Cisco Nexus 36180YC-R
シャーシ

AC電源ケーブルの仕様
長さ説明ケーブル

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、IRAM 2073プラグSFS-250V-10A-AR（アルゼンチン）

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、3112プラグCAB-9K10A-AU（オーストラリア）

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、GB 2009プラグSFS-250V-10A-CN（中国）

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、M 2511プラグCAB-9K10A-EU（ヨーロッパ）

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 16 A、EL-208プラグSFS-250V-10A-ID（南アフリカ、アラブ首長
国連邦、インド）

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、SI-32プラグSFS-250V-10A-IS（イスラエル）

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、CEI 23-16プラグCAB-9K10A-IT（イタリア）

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、MP232プラグCAB-9K10A-SW（スイス）

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、BS1363プラグ（13-A
ヒューズ）

CAB-9K10A-UK（英国）

6.6フィート（2.0
m）

250 VAC 13 A、NEMA L6-20プラグCAB-AC-250V/13A（北米）

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、NEMA 6-15プラグCAB-N5K6A-NA（北米）

8.2フィート（2.5
m）

125 VAC 13 A、NEMA 5-15プラグCAB-9K12A-NA（北米）
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長さ説明ケーブル

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、SS 10-AプラグCAB-C13-CBN

6.6フィート（2 m）キャビネットジャンパ電源コード 250
VAC 10 A、C13-C14コネクタ

CAB-C13-C14-2M

9.8フィート（3 m）キャビネットジャンパ電源コード 250
VAC 10 A、C13-C14コネクタ

CAB-C13-C14-AC

2.2フィート（0.7
メートル）

キャビネットジャンパ電源コード 250
VAC 13 A、C13-C14コネクタ

CAB-C13-C14-JMPR

8.2フィート（2.5
m）

250 VAC 10 A、EL-208BプラグCAB-IND-10A

DC電源ケーブルの仕様
コードセットの説明電源コード電源モジュール

スイッチに含まれる電源コードがない電源ケーブルなしアルゼンチン、ブラジル、およ

び日本以外すべて

HVDC電源ケーブルの仕様
コードセットの説明電源コード部品番号タイプ

6.6フィート（2.0 m）のケーブルと Saf-D-Gridおよび 3つの端
子コネクタ

CAB-HVDC-3T-2MHVDC
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付録 C
LED

•シャーシ LED（53ページ）
•ファン LED（54ページ）
•電源 LED（55ページ）

シャーシ LED
この表は、Cisco Nexus 3000シリーズスイッチのシャーシ LEDに関する情報を提供します。
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説明ステータスLEDコンポーネント

オペレータが、シャーシ内で当該スイッチを識別するために

この LEDをアクティブにしました。
青に点滅ビーコン（BCN）シャーシ（前面と

背面）

シャーシがビーコン信号を受信していることを示します。点灯（青色）識別番号（ID）

このポートには物理リンクがありません。左側

Off

緑に点灯

管理（MGMT）

このポートには物理リンクがあります。

このポートにはアクティビティがありません。右側

Off

緑色に点滅

このポートにはアクティビティがあります。

ポート管理状態が「有効」に設定され、SFPが存在し、イン
ターフェイスが接続されています(つまりケーブル接続され、
リンクが稼働中)。

グリーンポート

ポート管理状態が「無効」に設定されるかSFPが存在しない
か、その両方。

オレンジ

ポート管理状態が「有効」に設定され、SFPが存在するが、
インターフェイスが接続されていない。

消灯

すべての診断テストに合格しています。モジュールは動作可

能です。

緑に点灯ステータス

（STS）

モジュールに電力が供給されていません。消灯

モジュールは起動中、または診断テストの実行中です。

スイッチが過熱しています。環境モニタリング中に温度のし

きい値をわずかに超過しました。

オレンジにオン

スイッチが過熱しました。環境モニタリング中に温度のしき

い値を大幅に超過しました。

初期リセット中にモジュールに障害が発生した場合、LEDは
点滅し続け、モジュールはオンラインになりません。

モジュールにランタイム障害が発生しており、モジュールは

オフラインになっています。

オレンジに点滅

ファン LED
この表は、Cisco Nexus 3000シリーズスイッチのファン LEDに関する情報を提供します。
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説明ステータスLEDコンポーネント

すべての診断テストに合格しています。モジュールは動

作可能です。

緑に点灯ステータス

（Status）
Fan（ファン）

モジュールに電力が供給されていません。消灯

モジュールは起動中、または診断テストの実行中です。オレンジに

点灯

初期リセット中にモジュールに機能不全が発生した場

合、LEDは点滅し続け、モジュールはオンラインにな
りません。

モジュールにランタイム障害が発生しており、モジュー

ルはオフラインになっています。

オレンジに

点滅

電源 LED
この表は、Cisco Nexus 3000シリーズスイッチの電源モジュール LEDに関する情報を提供し
ます。

説明ステータスLEDコンポーネント

電源モジュールはオンで、正常に動作しています。点灯OK（緑色）電源

3.3 Voltage Standby（VSB）はオンになっていますが、
電源モジュールユニットから他のモジュールに電力が

供給されていません。

点滅

電源モジュールに電力が供給されていません。[オフ
（Off）]

電源に障害、過電圧、過電流、または過熱が発生してい

ます。

点灯FAULT（オレン
ジ）

電源が流れていて、3.3 VSBがオンになっていて、電源
モジュールがオフになっています。

PSUファンローターが正常に機能していません。

点滅

正常に動作しています。[オフ
（Off）]
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付録 D
スペアパーツテーブル

•スペアサポートテーブル（57ページ）

スペアサポートテーブル

アクセサリキットファンオプション電源オプション製

品

アクセサリキット

（N9K-C9300-ACK）

ラックマウントキット

（N3K-C3064-ACC-KIT）

フィラーブランクモジュール

（N2200-P-BLNK）

ポート側排気

（NXA-FAN-65CFM-PE）

ポート側吸気

（NXA-FAN-65CFM-PI）
1

ACポート側排気（NXA-PAC-2KW-PE）

ACポート側吸気（NXA-PAC-2KW-PI）

DCポート側排気（NXA-PDC-2W-PE）

DCポート側吸気（NXA-PDC-2KW-PI）

Nexus
3636C-R

アクセサリキット

（N9K-C9300-ACK）

ラックマウントキット

（NCS-1RU-ACC-KIT）

フィラーブランクモジュール

（N2200-P-BLNK）

ポート側排気

（NXA-FAN-65CFM-PE）

ポート側吸気

（NXA-FAN-65CFM-PI）
2

ACポート側排気（NXA-PAC-750W-PE）

ACポート側吸気（NXA-PAC-750W-PI）

ACポート側排気（NXA-PAC-1100W-PE2）

ACポート側吸気（NXA-PAC-1100W-PI）

DCポート側排気（NXA-PDC-1100W-PE）

DCポート側吸気（NXA-PDC-1100W-PI）

HVポート側排気（NXA-PHV-1100W-PE）

HVポート側吸気（NXA-PHV-1100W-PI）

Nexus
36180YC-R
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1
（注） 表 1 :このスイッチのファン速度

ポート側排気

ファン速度%

ポート側吸気

ファン速度%

90%50%通常/最小

100%100%最大

2
（注） 表 2 :このスイッチのファン速度

ポート側排気

ファン速度%

ポート側吸気

ファン速度%

70%50%通常/最小

100%100%最大
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


